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電子資料の国際的プロジェクトへの協力
金協力に応じて欲しい旨の要請があったことから、
学内の関係学術院、研究推進部などと調整した結
果、図書館は arXiv.org に資金協力を行うことと
した。
CLOCKSS（Con t r o l l e d 
LOCKSS）は、 米 国 ス タ ン
フォード大学のLOCKSS（Lots 
of Copies Keep Stuff Safe）プ
ロジェクトの技術をもとに、
2008 年に発足した大規模電
子ジャーナル保存プロジェ
クトである。大学図書館等と学術出版社が共同運
営するこのプロジェクトは、印刷出版された書籍
が各地の図書館に保存され、天災などによる書籍
消滅のリスクを最小限に抑えているのと同じよう
に、電子ジャーナルのコンテンツも分散的に保存
しようとするものである。現在、世界各地の十二
の図書館・学術機関がアーカイブ・ノードとし
て、購読タイトル・非購読タイトルを問わず電子
ジャーナルを収集・保存しており、日本の国立情
報学研究所もアーカイブ・ノードとして保存を
行っている。CLOCKSS の目的はコンテンツの
恒久的な保存であるため、出版社から電子ジャー
ナルが提供されている間は保存だけを行い、コン
テンツへのアクセスはできない仕組み（ダーク・
アーカイブ）となっている。しかし、出版社の倒
産、出版社によるバックナンバーの提供停止、戦
争や自然災害等による物理的なアクセスの遮断な
どの事態（「トリガーイベント」と呼ばれる）が起
こると、その対象コンテンツを無料で世界中に公
開することになっている。現在、学術雑誌三誌 が
CLOCKSS から無料公開されている。
トリガーイベントが起こった際には、コンテン
ツは無料公開されるので、このプロジェクトに参
加しなくとも、つまり会費を払わなくてもその恩
恵を受けられる。しかし、全ての図書館がそのよ
うに考え行動したら、このプロジェクトの運用経
費が捻出されず運営が立ちいかなくなる。早稲田
大学図書館は、電子資料の長期保存のためにその
経費負担の一端を担うべきであると考え、また、
CLOCKSS と日本の公私立大学図書館コンソーシ
アム（PULC）、国立大学図書館協会（JANUL）が
特別料金で合意したこともあり CLOCKSS への参
加を決定した。
早稲田大学図書館は、2010 年 5 月に無料公開
されている査読前論文（プレプリント）サーバ
arXiv を運営する arXiv.org からの資金協力要請
に応え、また、2011 年 1 月には電子資料の大規
模保存プロジェクト CLOCKSS に参加した。以
下、これらのプロジェクトへの参加について報告
する。
arXiv は、物理学、数学、コンピュータ科学、
量的生物学、統計学などのプレプリントを登録
し、インターネット上に無料で公開（オープンア
クセス）しているプレプリント保存サーバである。
1991 年に米国ロスアラモス国立研究所に設置さ
れ、現在はコーネル大学で運営されている。この
サーバには約 67 万の論文が登録されており、投稿
される論文数は年間約 64,000、論文のダウンロー
ド数は年間約 3,000 万に達する。
この arXiv の運用を行っているコーネル大学図
書館は、2010 年 1 月にダウンロード利用の多い
世界 200 の機関に対して資金面での協力を仰ぐプ
レスリリースを行った。「arXiv のようなオープ
ンアクセス資源の持続性を担保するためには、そ
の運営コストだけでなく不断の改善・改良も必要
であり、単一の機関ではその資金を負担できない」
ことが資金協力要請の理由である。運営費用は年
間 40 万ドルであるが、向う 3 年間は投稿者や閲覧
者からの課金は行わず、論文のダウンロード数の
多い機関からの資金協力を仰ぎ、その間にしっか
りとしたビジネスモデルを構築するとアナウンス
している。
本学は、このダウンロードの多い200 機関に入っ
ており、また、国立情報学研究所（NII）からも資
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